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2安芸太田町議会だより

　８月、９月は、８月20日に臨時会が開催され、９月３日から
は第５回定例会が16日まで開催されました。
　９月定例会では、決算審査特別委員会を設置し、各会計の令
和２年度決算の審査を行いました。

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

承認第４号
専決処分の承認について（町道での車両事故の賠償について）
※「専決処分」とは、本来は議会が議決しなければならない事件を、時間的に議会の招

集を待てない緊急な場合などに、行政運営の遅れや滞りを防ぐため、例外的に町長が議

会の議決に代わり意思決定することです。専決後、議会の承認を得る必要があります。

全会一致

議案第55号 工事請負契約の締結について（人材育成・交流センター整備工事）
※工事請負契約で、５千万円を超える場合、議会の議決が必要です。

賛成多数

議案第56号 財産の取得について（除雪機の購入契約）
※備品購入契約で、７百万円を超える場合、議会の議決が必要です。

全会一致

議案第57号

令和３年度一般会計補正予算（第２号）　 補正額57,199千円の増額予算
　・中小企業支援事業（コロナ対策）9,000千円　

　・公共土木施設災害復旧事業　39,098千円（川登、平見谷地区）

　・農地災害復旧事業　3,762千円（津浪トチリ地区）

　・農業施設災害復旧事業　3,869千円（寺領地区）

〃

　　　　　令和３年第４回臨時会 （８月20日）

賛否の分かれた議案の表決結果について

議　員　名
⻆
田
伸
一

斉
藤　
マ
ユ
ミ

佐
々
木　
道
則

小
島
俊
二

末
田
健
治

大
江
厚
子

影
井　
伊
久
美

田
島
　

清

矢
立
孝
彦

津
田
　

宏

佐
々
木
美
知
夫

中
本
正
葊議案番号等

議案第55号
人材育成・交流センタ－整備工事契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ －

【○賛成　●反対】　※議長は賛否に関わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可

　　　　　　　　　　　決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。

８月臨時会で決まったこと

問
地
元
業
者
の
活
用
を
積
極
的
に

答
地
元
に
発
注
で
き
る
工
事
は
、
で
き
る

　
限
り
地
元
業
者
を
活
用
し
ま
す
。

問
安
芸
太
田
町
ら
し
さ
が
な
い
。
町
の
木

　

材
活
用
を
望
む
。

答
ソ
フ
ト
面
で
安
芸
太
田
ら
し
さ
を
具
体

　
化
し
て
い
き
ま
す
。
内
装
に
木
材
を
活

　
用
し
ま
す
。

問
県
立
高
校
だ
が
、
広
島
県
へ
財
政
支
援

　

に
つ
い
て
交
渉
し
た
の
か

答
交
渉
し
た
が
、
県
に
制
度
が
な
く
実
現

　
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
学
食
的
機
能
は
？

答
運
営
が
順
調
に
推
移
す
れ
ば
食
堂
の
一

　
般
開
放
も
計
画
し
ま
す
。

議
案
第
55
号

加計高校生徒寮完成予想図

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　 

（
人
材
育
成
・
交
流
セ
ン
タ
―
　

　
加
計
高
校
生
徒
寮
整
備
）

8月・9月
開催議会
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９月定例会で決まったこと！

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

同意第８号 教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第58号 安芸太田町過疎地域持続的発展計画の策定について 全会一致

議案第59号 安芸太田町人材育成・交流センタ－条例の制定について（加計高校生徒寮） 〃

議案第60号 安芸太田町過疎地域持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定

資産税の課税免除に関する条例の制定について
〃

議案第61号 安芸太田町個人情報保護条例等の一部改正について 〃

議案第62号 安芸太田町過疎地域自立促進特別事業基金条例の一部改正について 〃

議案第63号 安芸太田町企業誘致促進条例の一部改正について 〃

議案第64号 工事請負契約の変更について 〃

議案第65号 令和３年度安芸太田町一般会計補正予算（第３号） 〃

議案第66号 令和３年度安芸太田町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第67号 令和３年度安芸太田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第68号 令和３年度安芸太田町病院事業会計補正予算（第２号） 〃

認定第１号 令和２年度歳入歳出決算の認定について 〃

認定第２号 令和２年度安芸太田町病院事業会計決算の認定について 〃

請願第１号
安芸太田町を起点とする広域総合活性化へ向け、現在の中国縦貫自動車国道
加計BSスマートインタ－チェンジを、４ゲートフルインタ－チェンジとし
て追加整備する請願

継続審査

陳情第10号
辺野古基地建設の中止と普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき校正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択
を求める陳情

〃

陳情第11号 人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て用土砂採

取計画」の断念を国に要請すること
〃

陳情第12号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 採　　択

発議第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 議　　決

陳情第13号 安芸太田町における風力発電事業について 継続審査

陳情第14号 旧JR可部線車両（キハ）の修復・保全に関する陳情書 採　　択

陳情第15号 地域住民のいのちを守るための緊急陳情 採　　択

令和３年第５回定例会 （９月３日～16日）

■
一
般
会
計
・
歳
入
歳
出

　

歳
入
歳
出
に
５
億
２
６
１
５
万
６
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
85
億
４
８

６
４
万
７
千
円
に
増
額　
　
　
　

【
可
決
】

　
歳
入
の
主
な
も
の

・
前
年
度
歳
計
剰
余
金
繰
越
金
（
黒
字
）

　
　
　

         　

３
億
８
２
３
３
万
８
千
円

・
国
・
県
補
助
金
等　

９
２
６
０
万
５
千
円

・
町
債
（
借
金
）　
　
　
　

９
０
８
０
万
円

　
歳
出
の
主
な
も
の

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
貯
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
１
１
７
万
円

・
加
計
中
屋
根
修
繕　

７
１
９
７
万
３
千
円

・
災
害
復
旧
費　

１
億
３
７
８
９
万
６
千
円

●
認
定
第
１
号

　

一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
令
和
２
年
度
決

　

算　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
認
定
】

●
認
定
第
２
号

　

病
院
事
業
会
計
令
和
２
年
度
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
認
定
】

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

　

書
提
出
先
…
内
閣
総
理
大
臣
外

・
社
会
保
障
、
防
災
、
環
境
、
地
域
交
通
、

　

人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
増
大
す

　

る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把

　

握
し
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図

　

る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

認　

定
（
第
１
号
・
第
２
号
）

発　

議
（
第
２
号
）

９月定例会の議案はここがポイント
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一般質問

ページ 質問議員 質　問　項　目

５ ⻆　田　伸　一
◎秋の行楽シーズンの交通対策について

◎林業について

◎地域商社あきおおたについて

６ 矢　立　孝　彦

・高速道路を活用した地域拠点整備について

・筒賀地区の拠点整備はなぜ進まないのか

・筒賀ＰＡのハイウェイオアシス化について

◎学校統合問題について

７ 佐々木　道　則
◎観光施策について

◎廃校跡地利用促進について

８ 末　田　健　治 ◎コロナ禍の町政推進の方策を問う

９ 大　江　厚　子

◎大規模風力発電計画を通じて明らかになった課題と

　今後の取り組み

◎安芸太田町における地産地消エネルギ－システムに

　ついて

◎「黒い雨」控訴審判決確定について

◎災害時の避難と避難所について

10 斉　藤　マユミ
◎国道１９１号線法面崩落・豪雨災害について

◎指定管理施設について

◎森の幼稚園・木育推進について

11 小　島　俊　二

◎防災情報の発信、防災対応時の児童対応について

◎新型コロナウイルス対策について

　（町内事業者支援対策）

・自治振興活動における課題解決について

◎安芸太田町特別職報酬等審議会について

12 影　井　伊久美
◎警報発令時や災害時における情報発信について

◎住民との情報共有について

◎町内施設等の維持管理について

13 津　田　　　宏
・三段峡渓谷内の整備について

◎安芸太田町の産業振興について

９
人
の
議
員
が
色
々
聞
き
ま
し
た
！

　一般質問とは　議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将

来の方針等を質問することで、政策の見直しや提言等を行います。９月定例会では、

９月６日、７日の２日間で、９人の議員が一般質問を行いました。

　（注）◎印の質問・答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問　各議員が思いを込めて町政を問う!
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安芸太田町のここが聞きたい!!

　
　

町
長

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
様
々

な
分
析
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の

住
宅
建
築
需
要
の
拡
大
、
中
国
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
で
世
界
的
に
建
築
用
材
の

不
足
が
し
て
い
る
、
コ
ン
テ
ナ
不
足
で

日
本
へ
の
木
材
輸
入
が
で
き
な
い
状
況

が
起
こ
っ
た
こ
と
も
要
因
の
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
予
想
は
専
門
家
で
も
、
様
々

な
見
立
て
が
あ
り
、
予
想
は
尽
き
ま
せ

ん
。
実
際
に
こ
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で

国
産
材
の
価
格
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

国
産
材
を
提
供
す
る
側
と
し
ま
し
て

は
、
状
況
が
ど
う
転
ぼ
う
と
も
、
生
産

体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
取
り
組

み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

産
業
観
光
課
長

　

期
間
限
定
で
安
芸
太
田
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
を
含
め
た
臨
時
駐
車
場
の
確
保

と
、
道
の
駅
な
ど
で
看
板
に
よ
る
停
滞

注
意
を
行
い
、
現
地
で
は
ガ
ー
ド
マ
ン

を
配
置
し
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

昨
年
、
紅
葉
の
名
所
に
沢
山
の

人
が
訪
れ
た
。
筒
賀
の
大
銀
杏
前
の

国
道
で
は
、
上
り
下
り
双
方
向
で
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
、
渋
滞

が
発
生
し
た
。

　

安
芸
太
田
町
と
し
て
、
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
の
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

問答

問

臨時駐車場・ガードマン配置答
⻆田　伸一　議員

秋の筒賀大銀杏前の交通
対策は

　
　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
な

ぜ
木
材
の
輸
入
が
激
減
し
た
か
、
こ

れ
か
ら
こ
の
事
態
が
、
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
か
。

　

国
産
材
を
提
供
す
る
側
と
し
て
、

林
業
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
ど
う
あ
る

べ
き
と
思
っ
て
い
る
か
。

問答

筒賀大銀杏

　
　

町
長

　

本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
自
足
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
視
点

だ
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
さ
れ
て

は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

問

答　
　

「
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
」
の

安
定
し
た
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

収
益
部
門
で
独
自
に
収
益
を
確
保
し
、

自
走
で
き
る
経
営
体
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
経
営
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

問
　
　

町
長

　

将
来
的
に
は
、
収
益
を
確
保
し
な
が

ら
そ
の
収
益
で
、
地
域
商
社
自
体
の
経

営
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

公
的
な
色
合
い
が
強
い
観
光
案
内
や

交
流
事
業
の
窓
口
的
な
部
分
は
、
町
か

ら
の
委
託
事
業
と
し
て
整
理
し
、
収
益

が
期
待
で
き
る
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

に
よ
る
物
販
の
拡
大
、
独
自
の
観
光
商

品
の
開
発
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
を
育
成
し
な
が
ら
、
徐
々
に
収

益
を
稼
い
で
い
く
と
い
う
流
れ
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
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一般質問

　
　

教
育
長

　

学
校
運
営
に
つ
い
て
は
各
学
校
に
お
い
て

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
町
長
部
局
の
協
議
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
４
月
10
日
の
「
教
育
総
合

会
議
」
に
お
い
て
、
上
殿
小
学
校
を
す
で

に
決
め
た
方
針
を
早
い
段
階
で
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ま
で
、
教
育
委
員
会
と
町
長
部
局
が

協
議
し
た
事
績
経
過
は
。

問答

矢立　孝彦　議員

か
み
合
わ
な
い
問
答

　
　

学
校
適
正
配
置
計
画
策
定
以
降
の
統

合
し
た
学
校
統
合
状
況
等
を
検
証
し
、
公

表
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問答

学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

　
　

現
行
の
学
校
適
正
配
置
計
画
は
８
年

経
過
し
て
お
り
、
社
会
環
境
、
学
校
教
育

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
、
計
画
そ

の
も
の
を
再
検
討
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問
　
　

教
育
長

　

児
童
生
徒
数
は
、
当
時
の
予
測
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
な
考
え
方
に
変
更
を
加
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。

答

　
　

本
町
の
児
童
、
生
徒
数
の
現
状
等
か

ら
学
校
適
正
配
置
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

上
殿
小
学
校
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
な

く
、
中
学
校
を
含
め
総
合
的
に
再
検
討
し
、

新
た
な
「
計
画
」
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
、
こ
と
さ
ら
上
殿
小
学
校
の

み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

問
　
　

教
育
長

　

適
正
配
置
に
関
す
る
状
況
は
、
変
更
す
べ

き
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答　
　

令
和
３
年
７
月
19
日
の
教
育
委
員
会

議
に
お
け
る
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
審
議

以
前
に
同
内
容
を
機
関
審
議
を
行
っ
た
経

緯
は
。

問
　
　

教
育
長

　

他
の
審
議
会
の
諮
問
を
受
け
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
委
員
会
内
部
で
決
定

し
て
き
た
も
の
で
す
。

答　
　

令
和
３
年
７
月
19
日
の
教
育
委
員
会

議
に
決
定
し
た
統
合
先
変
更
根
拠
は
。

　

ま
た
、
筒
賀
小
学
校
は
今
後
ど
う
取
り

扱
う
の
か
等
の
協
議
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

問

　
　

教
育
長

　

上
殿
小
学
校
は
、
殿
賀
小
学
校
と
と
も
に
、

３
町
合
併
の
象
徴
と
し
て
筒
賀
小
学
校
へ
統

合
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
戸
河
内
町
と
い

う
地
域
性
を
考
慮
し
、
変
更
し
ま
し
た
。

答　
　

上
殿
小
学
校
区
住
民
や
保
護
者
等
の

「
統
合
意
向
」
が
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
意
思
集
約
」
も
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で

の
「
統
合
先
変
更
手
法
」
に
合
理
性
は
あ

る
の
か
。
教
育
行
政
裁
量
を
逸
脱
し
て
い

る
の
で
は
。

問
　
　

教
育
長

　

保
護
者
の
８
割
以
上
の
賛
同
を
頂
い
て
お

り
、
教
育
委
員
会
が
主
体
的
に
責
任
を
も
っ

て
判
断
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

答　
　

「
広
島
県
立
学
校
の
在
り
方
に
係
る

基
本
計
画
」
に
お
い
て
は
、
県
立
高
校
統

合
基
準
、
一
定
の
条
件
等
を
提
示
し
、
そ

の
基
準
に
至
ら
な
い
場
合
の
救
済
措
置
や

学
校
、
地
域
の
存
続
努
力
を
促
す
「
自
助

活
動
」
を
示
し
て
い
る
。

　

当
町
も
こ
れ
に
沿
っ
て
、
加
計
高
校
の

存
続
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
手
法

に
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

問
　
　

教
育
長

　

適
正
配
置
の
基
本
方
針
は
、
県
の
計
画
以

上
に
考
慮
し
た
計
画
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

合
基
準
の
ラ
イ
ン
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
区
住
民
や
保
護
者
か
ら
の

「
統
合
要
請
」
も
発
出
さ
れ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
町
、
教
育
委
員
会
が
強

権
的
、
理
不
尽
に
統
合
化
を
進
め
る
合
理

性
は
。

　
　

教
育
長

　

平
成
25
年
当
時
、
上
殿
小
学
校
は
15
人
基

準
を
下
回
る
状
況
で
し
た
。

　

町
全
体
の
教
育
環
境
を
整
え
る
計
画
で
あ

り
、
強
権
的
、
理
不
尽
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答　
　

今
件
の
統
合
に
係
る
「
行
政
手
順
と

手
法
」
は
、
円
滑
、
円
満
な
対
象
学
区
住

民
と
の
合
意
形
成
を
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　

町
行
政
に
対
す
る
不
信
や
不
満
等
が
地

区
内
に
拡
増
し
て
い
る
。
い
か
が
対
応
す

る
か
。

問
　
　

教
育
長

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で
不
信
、
不

満
を
つ
く
っ
て
き
た
対
応
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答

　
　

本
町
の
学
校
統
合
基
準
に
お
い
て
、

小
学
校
は
15
人
以
下
、
ま
た
は
学
年
０
人

と
定
め
て
い
る
。

　

上
殿
小
学
校
は
約
10
年
に
わ
た
り
、
地

域
住
民
が
学
校
存
続
努
力
を
重
ね
続
け
、

そ
の
成
果
も
多
大
で
あ
り
、
町
の
学
校
統

問

●
そ
の
他
、
高
速
道
路
を
活
用
し
た
地
域

拠
点
整
備
に
つ
い
て
（
筒
賀
地
区
の
「
拠

点
整
備
」
・
筒
賀
Ｐ
Ａ
の
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
化
」
等
）
質
問
し
ま
し
た
。
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安芸太田町のここが聞きたい!!

観光客誘致の方策は問

町の自然、伝統文化を活かした
体験型・着地型観光を目指す答

　
　

町
長

　

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
方
策
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
課
題
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
、
産
業
観
光

課
等
、
そ
れ
か
ら
地
域
商
社
が
一
緒
に

な
り
、
今
後
の
本
町
が
目
指
す
べ
き
観

光
振
興
の
基
本
戦
略
を
集
中
的
に
議
論

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
れ
か
ら

目
指
す
べ
き
本
町
の
観
光
の
目
標
を
幾

つ
か
挙
げ
て
い
ま
す
の
は
、
ま
ず
は
、

改
め
て
安
芸
太
田
の
自
然
、
伝
統
文
化

を
生
か
し
た
体
験
型
着
地
型
観
光
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
今
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
道
の
駅
の
再
整
備
と
い
う
の
を
、

産
業
振
興
観
光
振
興
の
起
爆
剤
に
し
、

特
徴
的
な
観
光
と
し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ

ー
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
に
し
た
、
そ
う

い
う
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
れ
か
ら
充
実

し
て
い
く
た
め
に
、
戦
略
的
に
進
め
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

答 　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
外

国
人
観
光
客
、
教
育
旅
行
等
で
の
来

町
が
見
込
め
な
い
中
、
今
後
観
光
客

誘
致
は
ど
の
よ
う
な
方
策
で
取
り
組

ま
れ
る
の
か
。

問

佐々木道則　議員

　
　

町
長

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
長
い
時
間
、
結

果
と
し
て
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

率
直
に
行
政
の
長
と
し
て
お
わ
び
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
日
中
に
は
、
地
域
の
皆
様
と
協
議

を
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
し
っ

か
り
と
地
域
の
要
望
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
地
域
活
性
化
の
場
と
し
て
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

答 　
　

平
成
28
年
３
月
に
殿
賀
小
学
校

が
廃
校
後
、
地
域
と
し
て
後
利
用
構

想
と
し
て
福
祉
関
連
施
設
設
置
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
全

然
進
展
を
し
て
お
ら
ず
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
を
問
う
。

問

森林セラピー 山の日　ハンモック ラピッドカヤックスクール
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一般質問

コロナ禍の町政推進の
方策を問う問

地域懇談会を開催し地域課題を
聞く取り組みを進める答

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
生
活
に
も
変

化
が
み
ら
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
は

高
ま
っ
て
い
る
。

　

観
光
施
設
に
ト
イ
レ
、
休
憩
所
の

整
備
を
進
め
、
太
田
川
の
活
用
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
　

町
長

　

基
盤
整
備
の
必
要
は
感
じ
て
お
り
、

三
段
峡
、
水
梨
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
県

事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
補
正
で
は
筒
賀
大
銀
杏
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ウ

ト
ド
ア
志
向
に
対
応
す
る
、
親
水
護
岸

整
備
や
、
広
島
大
学
連
携
で
太
田
川
の

水
質
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
井
で
は
民
間
資
本
に
よ
り

町
有
地
を
活
用
し
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

末田　健治　議員

問

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
治
会
活
動
へ

の
支
援
策
を
問
う
。

　

自
治
会
活
動
も
ほ
と
ん
ど
で
き
て

お
ら
ず
、
地
域
力
が
低
下
し
て
い
る
。

協
力
隊
員
を
動
員
し
地
域
の
様
々
な

課
題
解
決
に
あ
た
る
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

問
　
　

町
長

　

今
年
も
７
月
か
ら
地
域
懇
談
会
を
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
各
自
治
会
を

回
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
課
の
職
員
も
地
域
に
出

向
く
中
で
地
域
課
題
に
つ
い
て
積
極
的

に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

長
期
総
合
計
画
を
踏
ま
え

た
橋
本
町
長
の
町
政
推
進

の
方
策
を
問
う

　
　

町
長

　

費
用
対
効
果
、
採
算
性
、
便
益
性
に

お
い
て
中
々
厳
し
い
と
考
え
る
が
、
本

答 　
　

加
計
ス
マ
ー
ト
IC
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
の
要
望
が
出
て
い
る
が
、
要

望
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。
ま
た
、

国
は
国
土
強
靭
化
の
方
針
を
出
し
て

お
り
、
そ
の
対
応
の
考
え
を
問
う
。

問

町
の
道
路
状
況
は
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
高
速
道
路
が
加
計
―
戸
河
内
間
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ル
ー
ト
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
極
め
て
有
意
義
な
提

案
と
考
え
ま
す
。

　

国
土
強
靭
化
と
し
て
対
応
す
べ
き
と

い
う
考
え
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

道
の
駅
整
備
に
伴
う
野
菜
生
産

体
制
つ
く
り
の
た
め
、
営
農
指
導
員

を
採
用
し
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問
う
。

問
　
　

産
業
観
光
課
長

　

本
町
の
現
状
は
、
農
家
数
、
経
営
面

積
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
営
農
指

導
員
を
含
め
た
形
や
計
画
に
つ
い
て
、

農
家
の
皆
さ
ん
や
協
議
会
を
通
じ
て
対

策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

答

加
計
ス
マ
ー
ト
IC
の
フ
ル

イ
ン
タ
ー
化
を
問
う
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安芸太田町のここが聞きたい!!

環境保全条例等の制定
が必要ではないか？問

条例の必要性を感じている答

　
　

広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
計

画
の
現
時
点
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
　

町
長　

　

７
月
16
日
付
で
、
事
業
者
に
風
力
発

電
計
画
受
け
入
れ
は
困
難
と
伝
え
、
広

島
県
・
広
島
市
・
廿
日
市
等
も
訪
問
し

説
明
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

住
民
課
長　

　

事
業
者
か
ら
計
画
変
更
の
報
告
を
受

け
て
い
な
い
た
め
、
本
計
画
は
そ
の
ま

ま
進
ん
で
い
る
状
態
と
思
い
ま
す
。
環

境
影
響
評
価
の
調
査
は
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

答

大江　厚子　議員

　
　

原
告
同
様
黒
い
雨
に
遭
っ
た
人

へ
の
被
爆
者
認
定
に
つ
い
て
、
町
の

今
後
取
り
組
み
を
問
う
。

問
　
　

町
長　

　

手
帳
取
得
の
問
合
せ
は
来
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
、
国
や
県
、
広
島
市
か
ら

の
手
続
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
待

っ
て
い
る
段
階
で
す
。
相
談
事
業
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

　
　

事
業
者
に
本
町
で
の
調
査
の
中

止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
今
後
環
境
保
全
条
例
等
の
制
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。

問
　
　

町
長　

　

大
規
模
開
発
を
町
と
し
て
止
め
ら
れ

る
よ
う
な
条
例
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。
調
査
研
究
し
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

う
考
え
る
か
。
ま
た
地
域
に
存
在
す

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
「
地
産
地

消
」
と
い
う
形
で
利
用
す
べ
き
だ
。

本
町
に
根
差
し
た
電
気
の
供
給
シ
ス

テ
ム
（
新
電
力
）
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　

町
長

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
か
ら
い
う
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

本
町
に
新
電
力
会
社
も
な
く
、
ま
た
経

費
の
面
も
考
え
る
と
現
実
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

国
が
上
告
を
断
念
し
判
決
が
確

定
し
た
。
国
の
判
断
を
ど
う
考
え
る

か
。

問
　
　

町
長

　

上
告
断
念
は
、
私
自
身
も
個
人
的
に

大
変
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
度
は
原
告
と
同
等
に
黒
い
雨
で
被

害
を
受
け
た
方
に
対
し
て
も
救
済
が
さ

れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

答

答答 「
黒
い
雨
」
控
訴
審
判
決

確
定
に
つ
い
て

　
　

避
難
所
に
関
す
る
整
備
と
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

問 災
害
時
の
避
難
と
避
難
所

に
つ
い
て

　
　

総
務
課
長

　

本
町
は
、
初
動
の
避
難
を
促
す
た
め

の
避
難
所
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
本
来

な
ら
、
１
食
分
の
食
事
と
毛
布
程
度
持

っ
て
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
身
体
の
不

自
由
な
方
が
お
ら
れ
る
避
難
所
に
は
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
配
布
し
ま
し
た
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
所
や
安
全

な
場
所
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
で
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
勉
強
会
の
促
進
も

考
え
て
い
ま
す
。

答

　
　

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
ど

問 地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
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一般質問

　
　

産
業
観
光
課
長

　

産
業
振
興
の
要
が
観
光
だ
と
思
っ
て

お
り
、
施
設
を
有
効
に
利
活
用
を
図
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
も
っ
と
集
客
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

　

施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
民
間
の
事

業
者
さ
ん
が
プ
ロ
で
す
。
そ
の
た
め
民

間
事
業
者
に
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
環

境
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
有
効

活
用
が
で
き
て
そ
れ
が
最
終
的
に
は
町

内
の
観
光
振
興
、
産
業
振
興
に
つ
な
が

る
思
い
で
す
。
指
定
管
理
と
い
う
手
法

に
限
ら
ず
、
よ
り
有
効
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
形
で
、
施
設
の
取
扱
い

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
結
果
的
に
公
的
な
施
設
の
整
理

合
理
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
が
公
民
連
携
と
し
て
サ
ウ

　
　

町
長　

　

過
去
に
例
の
な
い
長
期
に
わ
た
り
降

雨
量
を
記
録
し
、
消
防
団
・
役
場
職
員
、

町
を
あ
げ
て
長
期
の
災
害
対
応
で
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
長
期
対
応
に
お
い
て

体
制
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
災

害
の
頻
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後

に
い
か
せ
る
対
策
が
急
務
で
す
。

①
今
回
の
国
道
１
９
１
号
線
法
面
崩
落

に
よ
る
迂
回
路
に
つ
い
て
は
、
基
本
町

道
・
林
道
梶
の
木
線
し
か
な
い
状
況
。

　

現
在
の
片
側
交
互
通
行
に
つ
い
て
も
、

雨
量
規
制
も
か
か
り
い
つ
通
行
止
め
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
冬

に
向
け
て
除
雪
の
対
応
も
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
、
で
き
る
範
囲
で
の
補
修
は
最
大

限
の
努
力
を
早
急
に
し
て
い
き
ま
す
。

②
大
雨
に
お
い
て
、
渓
流
寄
り
の
土
石

流
が
発
生
し
、
被
害
も
発
生
し
て
お
り

一
部
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
想
定
以
上

に
、
土
砂
土
石
が
堆
積
し
た
堰
堤
に
つ

い
て
は
、
除
去
す
る
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
既
に
設
置
し
て
あ
る
堰
堤
に

つ
き
ま
し
て
は
県
に
お
い
て
、
砂
防
治

　
　

①
生
活
道
路
と
し
て
の
迂
回
路
。

②
現
存
の
治
山
・
砂
防
ダ
ム
の
対
策
。

問答

問

町道・林道整備強化に努め
要望活動にまい進答

斉藤マユミ　議員

国道191号線法面崩落
・豪雨災害対応

　
　

管
理
委
託
施
設
が
32
件
と
多
く

あ
る
。
老
朽
化
の
観
光
施
設
（
い
こ

い
の
村
ひ
ろ
し
ま
）
今
後
の
対
応
は
。

問答 指
定
管
理
施
設
（
老
朽
化

の
施
設
）
の
運
営
管
理
に

つ
い
て

山
と
も
に
補
修
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

豪
雨
災
害
の
今
後
の
対
応
は

　
　

教
育
次
長

　

森
の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
本
格
的
に

導
入
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
現

在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
で
視
察
研

修
等
予
定
が
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
前
に
で
き
る
こ
と
か
ら
研

究
等
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
木
製
玩
具

に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
知
育
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
導
入
等

の
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

幼
児
の
自
然
体
験
を
始
め
と
す

る
体
験
活
動
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
森
の
幼
稚
園
の
具
体
化
等
進

捗
状
況
と
地
産
地
消
の
木
製
お
も
ち

ゃ
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
。
我
が
町
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

の
森
の
幼
稚
園
構
想
と
、
地
産
地
消

の
木
製
お
も
ち
ゃ
を
子
育
て
に
活
用

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
荒
廃
の
進
む

里
山
の
再
生
と
、
近
隣
の
市
町
の
若

い
子
育
て
世
代
の
多
く
の
皆
さ
ん
を

呼
び
込
む
起
爆
剤
と
し
て
は
。

問答 森
の
幼
稚
園
、
木
育
推
進

に
つ
い
て

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
、
民
間

売
却
を
し
て
い
る
自
治
体
も
多
く
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

て
は
、
上
限
10
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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安芸太田町のここが聞きたい!!

問

見直しを図っていく必要が
あると感じています答

小島　俊二　議員

警報時の防災無線放送の
改善について

　
　

産
業
観
光
課
長

　

第
２
弾
の
町
の
独
自
事
業
と
し
て
、

売
上
げ
が
20
％
以
上
減
少
し
、
か
つ
、

感
染
対
策
を
実
施
し
て
い
る
町
内
中
小

事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
「
安

芸
太
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
事
業
者
支

援
事
業
」
を
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

事
業
者
支
援
の
事
業
費
に
つ
き
ま
し

　
　

町
長

　

私
自
身
も
、
幾
つ
か
の
反
省
点
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
か
ら
繰
り
返

し
て
い
る
、
体
制
の
維
持
の
点
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
８
月
の
豪
雨
災
害
時
に

お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
を
も
う
少

し
活
用
し
て
、
防
災
情
報
を
住
民
に

頻
繁
に
提
供
す
べ
き
と
感
じ
た
。

　

放
送
内
容
・
放
送
頻
度
・
時
期
等

に
つ
い
て
、
改
善
が
必
要
で
は
。

問答　
　

非
常
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
町

内
の
事
業
所
支
援
に
対
し
て
新
し
い

町
独
自
の
支
援
策
を
計
画
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
問
う
。

問答

　
　

町
長

　

本
来
や
は
り
、
人
権
意
識
に
つ
い
て

よ
り
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く
と
い

う
方
向
で
の
啓
蒙
と
い
い
ま
す
か
、
そ

う
い
う
取
組
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
の
ほ
う
か
ら
も
直
接
、
広
報
で
そ

う
い
う
こ
と
を
発
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
必
要
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者

へ
の
誹
謗
・
中
傷
に
対
し
、
町
長
か

ら
町
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
ら

ど
う
か
。

問答 て
は
、
上
限
10
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　

総
務
課
長

　

こ
の
公
開
・
非
公
開
に
つ
き
ま
し
て

は
、
他
団
体
の
取
扱
い
も
踏
ま
え
て
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
会
議
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
議
会
委
員
の
率

直
な
意
見
の
交
換
、
そ
れ
か
ら
意
思
決

定
の
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
て
、
本
審

議
会
を
非
公
開
と
い
う
こ
と
で
最
初
の

会
議
の
中
で
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
会
経
過
や
資
料
の
公
開

に
つ
き
ま
し
て
は
、
答
申
後
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
長

　

報
酬
等
審
議
会
の
議
論
に
つ
い
て
も
、

や
は
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開
を
す
る

こ
と
よ
り
も
、
議
論
は
議
論
と
し
て
し

っ
か
り
と
集
中
し
て
議
論
し
て
い
た
だ

く
環
境
を
、
ま
ず
は
つ
く
る
こ
と
の
ほ

う
が
重
要
で
は
な
い
か
な
と
い
う
思
い

で
私
自
身
は
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
公
開

と
議
事
録
等
の
公
開
に
つ
い
て
。

問答
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町内施設の維持管理が妥当
であるかの見極めは問

議論を進めていきたい！答

警
報
発
令
時
や
災
害
時
に

お
け
る
情
報
発
信
に
つ
い

て
　
　

町
長

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
も
含
め
、
必

要
な
時
に
必
要
な
情
報
を
取
り
に
行
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を
鋭
意
準

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
広
島
県
防
災
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な

ど
も
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

防
災
無
線
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
ど
う
い
う
情
報
を
知
り
た
い
か

を
リ
サ
ー
チ
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　

総
務
課
長

　

防
災
無
線
の
チ
ェ
ッ
ク
に
関
し
て
、

現
在
も
危
機
管
理
室
の
担
当
者
が
毎
日

答 　
　

住
民
の
皆
様
か
ら
「
避
難
情
報

や
災
害
状
況
が
わ
か
り
づ
ら
い
」
と

の
声
を
多
数
い
た
だ
い
た
。
今
後
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
確
認
す
る
際
、

住
民
の
知
り
た
い
情
報
、
わ
か
り
や

す
い
も
の
、
ま
た
発
信
頻
度
は
上
が

る
の
か
。

　

ま
た
、
防
災
無
線
の
発
信
頻
度
は

適
切
か
。
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

は
し
て
い
る
か
。

問

影井伊久美　議員

住
民
と
の
情
報
共
有
に
つ

い
て

　
　

産
業
観
光
課
長

①
決
算
報
告
は
、
町
一
般
会
計
に
合
わ

せ
て
承
認
後
掲
載
予
定
で
、
事
業
内
容

や
組
織
体
制
を
わ
か
り
や
す
く
周
知
す

る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
課
長

②
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
て

な
い
こ
と
は
反
省
し
今
後
、
事
業
推
進

に
あ
た
り
住
民
の
ご
意
見
な
ど
を
し
っ

か
り
い
た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

答 　
　

①
「
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
」

の
事
業
計
画
や
決
算
な
ど
の
状
況
が

未
だ
に
わ
か
り
に
く
い
が
進
捗
状
況

は
。 

②
「
人
材
育
成
・
交
流
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
、
事
前
周
知
や
意
見
交
換

が
限
ら
れ
た
地
域
の
み
で
町
全
体
へ

の
周
知
が
薄
い
の
は
何
故
か
。
決
ま

っ
て
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
の
で
は
、

不
充
分
で
は
な
い
か
。

問 出
向
き
、
ア
ン
テ
ナ
調
整
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

町
内
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

　
　

老
朽
化
や
、
そ
れ
に
伴
い
放
置

状
態
に
あ
る
施
設
の
維
持
管
理
が
、

妥
当
で
あ
る
か
の
見
極
め
が
必
要
で 

は
。
施
設
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
は
あ
る

が
、
採
算
が
取
れ
な
い
施
設
に
対
し

て
の
補
填
を
し
続
け
る
価
値
や
、
将

来
的
に
み
て
妥
当
な
施
設
で
あ
る
か

ど
う
か
の
議
論
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
は
。

問
　
　

町
長

　

公
共
施
設
全
体
の
有
効
管
理
と
有
効

活
用
と
、
あ
わ
せ
て
行
財
政
改
革
の
観

点
か
ら
の
整
理
も
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

有
効
活
用
、
整
理
合
理
化
の
２
点
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

答
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津田　　宏　議員

　
　

全
国
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
、
町

問

　
　

町
長

　

本
町
の
場
合
、
独
自
で
融
資
制
度
を

用
意
す
る
べ
き
な
の
か
、
県
に
用
意
を

お
願
い
す
る
の
か
、
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
が
少
な
く
、
町
内
の
事

業
者
も
な
か
な
か
新
し
い
投
資
が
で
き

な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
町
外
の
意
欲

と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
方
々
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
環
境
を
用
意
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の

観
点
で
、
町
独
自
の
も
の
を
新
設
す
る

べ
き
か
、
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答

安
芸
太
田
町
独
自
の
事
業

者
向
け
預
託
融
資
制
度
の

新
設
に
つ
い
て

　
　

町
内
に
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
る
、
広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
事
業
に
つ
い
て
、
「
地
域
活
性

化
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
く
受
け
入

れ
な
い
」
と
表
明
さ
れ
た
が
、
町
内

の
商
工
業
者
か
ら
は
、
地
域
経
済
活

性
化
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

出
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
代
わ
る
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
　

町
長

　

産
業
振
興
は
風
力
発
電
の
話
と
は
関

係
な
く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
自
然
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
観
光
産
業
振

興
、
農
業
林
業
に
力
を
入
れ
て
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
感
じ
て

答 安
芸
太
田
町
の
産
業
振
興

に
つ
い
て

　
　

広
島
県
で
は
、
三
井
不
動
産
を

代
表
企
業
と
し
て
民
営
化
し
た
、
広

島
国
際
空
港
㈱
の
提
案
で
、
ア
ジ
ア

の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
、
路
線
数
、
利

用
者
数
と
も
大
き
く
増
加
さ
せ
て
県

内
の
産
業
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

わ
が
町
も
県
、
国
と
連
携
し
風
力

発
電
（
事
業
費
約
５
百
億
円
）
に
代

わ
る
事
業
、
例
え
ば
、
三
段
峡
渓
谷

を
真
下
に
見
下
ろ
し
、
恐
羅
漢
ま
で

延
長
６
千
メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
片

道
17
分
の
世
界
一
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
設

置
。
事
業
費
約
50
億
円
を
投
資
し
、

世
界
中
か
ら
年
間
36
万
８
千
人
の
観

光
客
に
来
て
も
ら
う
と
、
２
千
百
円

の
料
金
設
定
で
年
間
４
億
７
千
万
の

利
益
が
見
込
め
、
採
算
が
合
う
と
い

う
試
算
も
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

観
光
産
業
の
振
興
事
業
を
す
べ
き
と

思
う
が
町
長
の
思
い
を
伺
う
。

問
　
　

町
長

　

大
き
な
絵
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
御
指
摘
の
と

お
り
で
、
ゴ
ン
ド
ラ
計
画
を
否
定
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
、
産
業
面
で
は
道
の
駅
の
再
整

答

備
と
い
う
の
が
我
々
に
大
変
大
き
な
課

題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
本
町
が
主
体
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
規
模
も
、
50
億
円
と
い
う
規
模
に

な
り
ま
す
と
、
町
と
し
て
な
か
な
か
単

独
で
で
き
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
民
間
の
立
場
か
ら
投
資
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
具
体
的
に

進
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
重
要
な
観
点

と
思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
実
現
可
能

な
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
し
、
町
と
し
て
も
、
ど
ん
な
形
で
御

協
力
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
考

え
ら
れ
る
話
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

内
の
事
業
者
、
特
に
宿
泊
業
や
運
輸

業
、
飲
食
業
な
ど
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
お
り
、
商
工
会
が
窓
口
と
な
っ

て
い
る
マ
ル
経
融
資
制
度
に
よ
る
借

り
入
れ
が
、
こ
こ
１
年
間
で
倍
増
し

て
い
る
。

　

県
内
の
市
町
に
お
い
て
も
、
23
市

町
中
17
の
市
町
に
お
い
て
独
自
の
融

資
制
度
を
制
定
し
て
い
る
。

　

町
独
自
の
預
託
融
資
制
度
を
導
入

し
て
、
少
し
で
も
事
業
者
の
元
気
を

引
き
出
す
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
思
慮
さ
れ
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。
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●
雨
量
等
の
状
況
（
累
計
）

・
今
回
の
大
雨
で
は
８
月
９
日
か
ら

　

20
日
ま
で
の
期
間
で
、
累
計
雨
量

　

が
、
加
計
７
０
３
ミ
リ
、
筒
賀
７

　

７
０
ミ
リ
、
戸
河
内
７
５
７
ミ
リ

　

と
町
内
全
地
域
で
観
測
史
上
最
高

　

雨
量
を
観
測
し
ま
し
た
。

●
避
難
指
示
の
発
令

・
８
月
９
日　

坪
野
・
安
野
・
修
道

　
　
　
　
　
　

地
区

・
８
月
13
日　

安
野
・
修
道
地
区

・
８
月
14
日　

全
町
避
難
指
示
発
令

　
　
　
　
　
　

避
難
所
46
か
所
開
設

　
　
　
　
　
　

避
難
者
２
０
５
人

●
災
害
の
発
生
状
況

・
人
的
・
家
屋
被
災
無
し
。

・
公
共
土
木
災
害
（
町
道
２
か
所
）

・
農
地
災
害　

２
か
所

・
農
業
用
水
路
施
設　

１
か
所

・
林
道
災
害　

４
か
所

●
町
の
警
戒
体
制

・
注
意
報
、
警
報
発
令
以
降
、
町
の

　

防
災
計
画
に
基
づ
き
町
職
員
及
び

　

町
消
防
団
が
断
続
的
に
警
戒
に
当

　

た
り
ま
し
た
。

８
月　

台
風
・
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
被
害

　
　
　

代
表
監
査
委
員　
　
　

藤
田
八
重
子

　
　
　

議
会
選
出
監
査
委
員　

佐
々
木
道
則

　

本
町
の
令
和
２
年
度
予
算
編
成
は
、「
第
二
次

長
期
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
」
及
び
「
第

２
期
総
合
戦
略
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
度
で
あ

り
、
各
施
策
で
成
果
の
結
実
に
向
け
た
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
。
町
税
収
入
が
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
り
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
て
い
る

中
、
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
の
段
階
的
縮

減
が
進
み
、
歳
入
財
源
の
確
保
が
困
難
な
、
大

変
厳
し
い
財
政
運
営
状
況
で
あ
る
。
公
債
費
率

は
、
平
成
30
年
度
12
・
４
％
、
令
和
元
年
度
13

・
６
％
、
令
和
２
年
度
11
・
３
％
と
減
少
し
、

経
常
収
支
比
率
も
平
成
30
年
度
１
０
３
・
３
％
、

令
和
元
年
度
１
０
３
・
４
％
、
令
和
２
年
度
93

・
５
％
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
の
実
質
収
支
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
係
特
定
財
源
の
効
果
的
な
運
用
、

そ
し
て
事
業
コ
ス
ト
の
縮
減
化
に
よ
り
、
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
住
民

の
将
来
負
担
を
軽
減
し
、
本
町
に
住
み
た
く
な

る
人
を
増
や
す
事
業
を
効
率
・
効
果
的
に
達
成

さ
れ
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事
中
止
に
よ
る
予
算

執
行
が
で
き
な
い
年
で
あ
っ
た
。
感
染
か
ら
町

民
の
安
全
と
生
活
を
し
っ
か
り
と
守
る
た
め
、

感
染
症
対
策
本
部
体
制
の
下
、
引
き
続
き
、
緊

密
に
連
携
し
て
対
策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

決
算
に
係
る
監
査
委
員
意
見
書

●
災
害
対
策
特
別
委
員
会
現
地
調
査

・
日
時　

令
和
３
年
９
月
３
日

　

   　
　

  

（
議
員
11
人
参
加
）

・
視
察
現
場

①
国
道
１
９
１
号
三
段
峡
別
れ
手
前

　

の
国
道
法
面
崩
落
現
場

②
殿
賀
明
ケ
谷
山
腹
崩
落
現
場

③
町
道
江
河
内
西
線
法
面
崩
土  

①視察　川手地区（三段峡手前）

②視察　殿賀地区（大宝建設裏） ③視察　江河内地区
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令和２年度各会計の決算状況　決算審査
－前年度比16．7%増の大幅アップ（一般会計決算額）－

一般会計歳出 総額　87億3,860万円

■経常収支比率とは（町財政にとって重要な数値・指標です。）
　町税や交付税など、毎年度決まって入ってくるような収入を経常的収入と言います。その収入の中から、

人件費、扶助費、公債費といった支払う義務のある経費や、公共施設の維持管理経費など毎年固定的に支出

しなければならない経費にどれだけ使われたかを示したものが経常収支比率です。 

　一般家庭でいえば、毎月の給料に占める食費や光熱費などの生活費やローン返済額の割合ということにな

ります。この割合の数値が低ければ将来のために貯金をしたり、家の増改築などいろいろなことにお金が使

えるということになり、逆に数値が高ければ生活費とローンの返済だけで精一杯の状態ということになりま

す。100％を超えれば全く余裕がないということになります。

会　計　名 決　　　算　　　額
歳　　入 歳　　出 翌年度繰越額 実質収支額

一 般 会 計 91億9,032万円 87億3,859万円 6,938万円 3億8,235万円
国民健康保険事業特別会計 8億6,776万円 8億5,158万円 0 1,618万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 13億1,942万円 12億9,206万円 0 2,736万円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億8,402万円 2億8,312万円 0 90万円
そ の 他 特 別 会 計（５会計） 5億136万円 4億9,404万円 0 732万円

合　　計 121億6,288万円 116億5,939万円 6,938万円 4億3,411万円

病院事業会計 収 益 的 収 支 20億4,614万円 20億0,830万円 0 3,784万円
資 本 的 収 支 5,833万円 1億3,533万円 3,604万円 ▲7,700万円

120億
110億
100億
90億
80億
70億
60億
50億
40億
30億
20億

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度（９月見込）

●安芸太田町財政各種指標
項　目 Ｈ30年度 R元年度 R２年度 備　　考

経 常 収 支 比 率 103.3％ 103.4％ 93.5％ 交付税の増額で、大きく改善しました。

実質公債費比率 10.3% 12.6％ 12.4％
当該地方公共団体の一般会計等が負担する、元利償還
金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に
対する比率です。25％で警戒ライン、35％で危険ライン。

地 方 交 付 税 額 35億5,183万円 39億1,770万円 44億5,200万円 過年度交付税の調整により、前年度より大幅に増加し
ました。

財 政 調 整 基 金
（貯金残高） 26億7,770万円 21億6,550万円 23億9,891万円 確実に貯金は、増加します。町の課題に向けて有効的

に投資が必要です。

■一般会計の基金・借入金の推移

4,649

11,809

4,061

11,370

4,292

11,321

4,165

11,033

一般会計基金（貯金）
一般会計借入金（借金） （単位：百万円）
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決算審査特別委員会審査報告 ( 抜粋 )　　
決算審査特別委員会委員長　末田　健治

　令和２年度決算書、主要施策の成果に関する調書を基礎資料として、監査委

員の意見書等を参考に、各施策の成果結実に向けた取り組みであるか、また、

住民の将来負担を軽減し、持続可能な町財政を維持することが可能な予算であ

ったかを、「効率性」「有効性」「適正性」に観点に置き審査を行いました。

　審査の結果、認定すべきと決しましたが、審査委員長として以下の留意点を申し添えます。

（１）財政状況について
　　経常収支比率は、令和２年度は普通交付税措置に加え事業コスト縮減化の推進などにより、前

　年度103.4％から93.5％と改善され好転している。しかし、公共交通維持のためのバス事業者への

　補助金等により依然として財政的余裕や財政構造の弾力性が希薄な財政運営となっている。町債

　は、防災無線デジタル化、旧戸河内中学校解体工事等により、令和６年度まで町債償還額が増加

　すると予想される。今後も効率的な縮減に努められたい。

（２）定住・人口対策
　　「はじまりの家」の利用状況について定住へ結びついていない。設置目的に合わない利用が見

　受けられ、目的を強く発信されたい。単なる利用とならないよう、利用者への細かい対応が必要

　である。昭和60年以降の人口移動統計調査で、初めて社会増となったことは評価できる。

　（転入　218人：対前年比27人増、転出206人）

（３）社会基盤・防災
　　上下水道について、県下統一水道計画があり、本町も協議に加わっているが、拙速とならない

　よう十分な検討が必要と思われる。

（４）生活利便・環境
　①海岸漂着物等地域対策推進について、今後の取り組みとして今後太田川本流における河川環境

　　が悪化しており、国の施策等活用しながら対応を進められたい。

　②高速ブロードバンドについて、ＮＴＴとの契約満了が令和６年度に迫っているが、施設管理の

　　負担を考慮し、今後の対応の検討が必要である。

（５）産業・観光・しごと
　①いこいの村ひろしまについて、売却の方向で検討されているが早めの判断を望む。

（６）コミュニティ
　　ふるさと納税について、令和２年度、寄付額１億994万７千円で、過去最高額であった。寄付

　額アップを目指すには専任者の配置が必要と思われる。

　　集落活動についてコロナ禍や高齢化により弱体化している。地域の元気度を上げる取り組みを

　期待する。「はしもト－ク」は、町内41会場で開催され、724人と過去例をみない参加者があった。

　協働の町づくりが前進していることを評価する。

（７）安芸太田病院事業について
　　安芸太田病院ではコロナ禍の中、患者数の減少の中、純利益4204万２千円を計上され、経営安

　定に努められたことを評価する。

地域コミュニティの危機 ! 具体的対策が急務 !

　【決算審査特別委員会審査のポイント】
　　●コロナ禍の影響も含めて、地域コミュニティが危機的状況にあり、抜本的対策が必要。

　　●道の駅再整備計画の早期・積極的推進を望む。

　　●安芸太田町の財政状況について、町民への積極的な公表を求める。



請願・陳情とは？
　住民の意思、要望を住民の代表である議会に直接伝える制度です。

　議会に請願書を提出するには「紹介議員」が必要ですが、陳情書には紹介議員は不要です。

　議会に提出された請願書や陳情書は、委員会などで審査し、本会議で採択と決定したものは、町長や

各執行機関へ送り、その実現に努力するよう求めます。

特 集

安芸太田町議会 請願・陳情

　議会の活動を知ってもらうため、また身近に感じてもらうための「特集第２弾！」
今回は、「請願・陳情」について詳しくご紹介します。

わたしたちの意見や要望を町に届けるにはどうすればいいの？

請願・陳情の流れ

陳情者

　議会へ請願書を提出する場合、

１人以上の紹介議員が必要とな

ります。（陳情書の場合は必要

ありません。）

　請願書には、請願の趣旨、提

出年月日、請願者の住所及び氏

名を記載して押印し、紹介議員

の署名又は記名押印の上、安芸

太田町議会議長宛に提出してく

ださい。

（表紙）

〇〇〇に関する請願書
　         　 （陳情書）

紹介議員　氏名　　㊞
（※署名又は記名押印）

（内容）
１．要旨
　　…………………………………
　（※請願の内容）
　（※請願項目を箇条書きで記載）
２．理由
　　…………………………………
　　令和〇年〇月〇日
安芸太田町議会議長　様
　住所（※法人の場合所在地）
　氏名（※法人の場合は名称及び
　　　　　代表者の職・氏名）

（署名又は記名押印）

請願・陳情の方法、様式

陳
情
書
の
提
出

請
願
書
の
提
出　

（
紹
介
議
員
の
署
名
）

議
長
（
受
理
）

請願者

関
係
委
員
会
へ
付
託

関
係
委
員
会
で
審
査

（
採
択
・
不
採
択
・
継
続
審
査
）

議
決

請
願
者
・
陳
情
者
・
町
長
等
へ
結
果
報
告本会議 委員会 本会議
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■
委
員
会
開
催

•

日
時　

９
月
14
日

　

陳
情
第
10
号
、
第
11
号
、
第
12
号
、
第

　

13
号
、
第
15
号
審
査

・
第
10
号

　

「
辺
野
古
基
地
建
設
の
中
止
と
普
天
間

　

基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い

　

て
国
民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に
基
づ

　

き
校
正
か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ
き

　

と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
」

・
第
11
号

　

「
人
道
的
見
地
か
ら
、
沖
縄
防
衛
局
に

　

よ
る
「
沖
縄
本
島
南
部
か
ら
の
埋
め
立

　

て
用
土
砂
採
取
計
画
」
の
断
念
を
国
に

　

要
請
す
る
こ
と
。
」

・
第
12
号

　

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

・
第
13
号

　

「
安
芸
太
田
町
に
お
け
る
風
力
発
電
事

　

業
に
つ
い
て
」

・
第
15
号

　

「
地
域
住
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
の

　

緊
急
陳
情
」

●
筒
賀
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ

　

ま
わ
り
」
健
康
浴
場
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
検

　

出
に
伴
う
調
査
報
告

■
委
員
会
開
催

•

日
時　

９
月
14
日

　

請
願
第
１
号
、
陳
情
第
14
号
審
査

・
請
願
第
１
号

　

「
安
芸
太
田
町
を
起
点
と
す
る
広
域
総

　

合
活
性
化
へ
向
け
、
現
在
の
中
国
縦
貫

　

自
動
車
国
道
加
計
Ｂ
Ｓ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

　

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
、
４
ゲ
ー
ト
フ
ル
イ

　

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
追
加
整
備
す

　

る
請
願
」

・
陳
情
第
14
号

　

「
旧
Ｊ
Ｒ
可
部
線
車
両
（
キ
ハ
）
の
修

　

復
・
保
全
に
関
す
る
陳
情
書
」

■
委
員
会
開
催

•

日
時　

９
月
14
日

①
一
般
質
問
へ
の
一
問
一
答
式
導
入
に
つ

　

い
て

②
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

　

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
込
み
等
）

■
委
員
会
開
催

•

日
時　

９
月
14
日

①
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
決
算
報
告
に
つ

　

い
て

②
い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
の
有
効
活
用
に

　

つ
い
て

③
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
再
整
備
事
業
に

　

つ
い
て

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

第
２
期
施
策
評
価
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
４
人

で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
町
内
の
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
・
先
進
地
視
察
等
す
べ
て
の
事
に

支
障
が
お
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
解

除
に
な
り
、
動
き
が
活
発
に
で
き
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
い
ま
一
年
で
一
番
心
落
ち
着

く
季
節
。
静
か
に
お
月
様
を
愛
で
な
が

ら
、
収
穫
の
恵
み
に
堪
能
し
今
宵
の
ひ

と
時
を
、
読
書
や
趣
味
に
活
か
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
図

書
館
に
は
多
く
の
書
籍
が
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
こ
の
図
書
を
利
用
し
て
、
秋

の
夜
長
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
自
然
が
体
感
で
き
る
安

芸
太
田
町
、
人
間
味
の
あ
る
町
民
の
方

と
住
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
こ
の

素
晴
ら
し
い
自
然
美
を
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。　
　
　

斉
藤
マ
ユ
ミ

編

集

後

記

■表紙写真

安芸太田町温井
安芸太田フォトクラブ

委員会
レポート

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会


